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コ
ー
ヒ
ー
豆
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

食
品
輸
入
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、
今
回
の
三
笠
フ
ー
ズ
と
同
様
の
問
題
が
急
増
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
カ
ビ
毒
で
汚
染
さ

れ
る
可
能
性
の
あ
る
農
産
物
か
ら
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
Ｂ
�
、
オ
ク
ラ
ト
キ
シ
ン
な
ど
の
急
性
毒
性
や
発
癌
性
が
問
題
に
な
る
も

の
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

九
〇
年
代
の
規
制
緩
和
万
能
、
構
造
改
革
、
安
全
検
査
に
関
わ
る
公
務
員
な
ど
の
行
革
と
い
う
国
の
施
策
に
よ
っ
て
、
食
の

安
全
が
著
し
く
脅
か
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
今
回
の
汚
染
米
や
乳
製
品
、
餃
子
等
の
日
本
業
者
に
よ
る
開
発
輸
入
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
食
の
安
全
は
消
費
生
活
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
消
費
者
行
政
の
一
元
化
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
政
府
と
し

て
現
行
法
の
す
べ
て
を
動
員
し
て
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
「
消
費
者
目
線
で
取
り
組
む
」
と
し
て
い
る

が
、
ま
ず
現
行
法
を
駆
使
し
て
消
費
者
が
安
心
で
き
る
食
の
安
全
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
次
の
と
お
り
、
国
民
生
活
に
深
く
定
着
し
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
安
全
検
査
実
態
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

（
一
）

坪
内
春
夫
氏
が
二
十
年
前
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
生
コ
ー
ヒ
ー
豆
か
ら
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
Ｂ
�
、
オ
ク
ラ

ト
キ
シ
ン
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
焙
煎
と
い
う
熱
処
理
に
よ
っ
て
も
毒
素
の
分

解
で
低
レ
ベ
ル
汚
染
量
に
な
る
と
は
い
え
な
い
実
験
結
果
を
示
し
て
い
る
。

一



す
な
わ
ち
、
生
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
オ
ク
ラ
ト
キ
シ
ン
Ａ
で
汚
染
さ
れ
て
い
れ
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
液
中
に
生
コ
ー
ヒ
ー
豆
中

の
オ
ク
ラ
ト
キ
シ
ン
が
浸
出
し
、
飲
ま
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

国
は
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
残
留
農
薬
や
カ
ビ
毒
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
現
在

国
内
で
流
通
し
て
い
る
生
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
カ
ビ
毒
の
平
均
的
な
濃
度
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
基
準
値
は
い
く
ら
と
し
て

い
る
の
か
。

（
二
）

輸
入
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
一
九
九
七
年
以
降
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
は
検
査
率
二
十
三
・
四
％
（
重
量
ベ
ー

ス
）
で
、
三
百
七
十
六
ト
ン
が
食
品
衛
生
法
違
反
（
い
わ
ゆ
る
事
故
豆
）
、
二
〇
〇
四
年
は
検
査
率
五
十
二
・
八
％

（
同
）
で
、
三
十
六
ト
ン
が
食
品
衛
生
法
違
反
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
仮
に
百
％
検
査
し
た
と
す
る
と
、
二
〇
〇
三

年
は
千
六
百
六
ト
ン
、
二
〇
〇
四
年
は
六
十
八
ト
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
汚
染
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

二
〇
〇
二
年
ま
で
は
事
故
豆
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
が
、
検
査
率
が
一
〜
五
％
と
極
端
に
低
い
こ
と
も
関
連
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
汚
染
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
流
通
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
検
査
率
が
こ
の
よ
う
に
極
端
に
低

か
っ
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
以
降
、
検
査
率
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
何
か
。
汚
染

さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
市
場
に
出
回
ら
な
い
よ
う
厳
格
な
検
疫
・
検
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

二



改
め
て
、
日
本
の
一
九
九
〇
年
以
降
の
年
別
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
輸
入
量
、
検
査
率
、
事
故
豆
量
を
貿
易
相
手
国
別
、

取
扱
商
社
・
事
業
所
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

輸
入
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
検
査
は
ど
こ
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

検
査
機
関
に
汚
染
米
輸
入
に
関
わ
っ
た
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
（
海
外
貨
物
検
査
株
式
会
社
）
は
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
日

本
穀
物
検
査
協
会
は
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

（
四
）

事
故
豆
に
つ
い
て
は
、
損
害
保
険
も
し
く
は
貨
物
保
険
が
支
払
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
ど
の
保
険

会
社
が
ど
の
取
扱
商
社
や
事
業
所
に
い
く
ら
支
払
っ
た
の
か
、
年
度
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
五
）

保
険
金
の
支
払
い
は
、
詐
欺
行
為
を
防
ぐ
た
め
に
、
必
ず
事
故
豆
の
現
物
と
引
き
換
え
に
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
誰

が
立
ち
会
っ
て
行
わ
れ
る
の
か
。
国
は
適
切
に
業
務
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
し
て
検
査
・
確
認
し

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
事
故
豆
を
引
き
取
っ
て
い
る
業
者
は
ど
こ
か
。

（
六
）

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、
汚
染
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
絶
対
に
流
通
し
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
、
本
来
の
国
の
責
任

で
あ
る
。
検
査
で
カ
ビ
毒
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
事
故
豆
の
処
理
は
、
ど
こ
で
ど
の
業
者
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

三



か
。
「
焼
却
処
分
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
国
は
そ
の
焼
却
に
よ
っ
て
確
実
に
処
分
さ
れ
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
し

て
確
認
し
て
い
る
の
か
。

（
七
）

保
険
金
が
支
払
わ
れ
た
事
故
豆
が
、
正
規
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
流
通
経
路
に
紛
れ
込
ま
な
い
こ
と
を
、
国
と
し
て
ど
の

よ
う
に
検
査
し
確
認
し
て
い
る
の
か
。

国
は
、
食
品
衛
生
法
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
汚
染
豆
が
飲
用
コ
ー
ヒ
ー
豆
と
し
て
流
通
し
な
い
よ

う
、
ど
の
よ
う
な
検
査
・
監
視
体
制
を
取
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

（
八
）

全
国
コ
ー
ヒ
ー
商
工
組
合
連
合
会
、
全
日
本
コ
ー
ヒ
ー
協
会
、
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
、
日
本
穀
物
検
査
協
会
の
役
員
に
、
農
林

水
産
省
や
厚
生
労
働
省
ほ
か
、
国
の
機
関
を
退
職
し
再
就
職
し
た
者
が
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
人
数
・
出
身
省
庁
・
旧
役

職
名
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
団
体
に
加
盟
し
て
い
る
大
手
コ
ー
ヒ
ー
輸
入
・
流
通
・
販
売
・
喫
茶
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
企
業
は
ど
う

い
う
と
こ
ろ
か
。

右
質
問
す
る
。

四


